
エコライフＤＡＹ２０1４報告書 

第１５回  実施日 ２０１４年６月８日(日) 

～ みんなで地球環境を考えた行動をし、二酸化炭素を減らしました ～ 

エコライフDAYについて 

エコライフＤＡＹとは、「みんなで地球高温化＊2防止にチャレンジしよう」という日のことです。 

６月の第２日曜日をエコライフＤＡＹと定め、「エコライフＤＡＹチェックシート」（＝１日版環境

家計簿）を使って、みんなで環境のことを意識した生活をします。この日をスタートとして“一年

間を通して自分の生活を振り返り、これから何をしていこうか考える日”です。なおこの取り組み

は、2000年に認定ＮＰＯ法人川口市民環境会議が始め、今年で１５年目になりました。 

川口市・川口市教育委員会との共催事業として実施しています。 

＊1直径２６ｃｍ高さ２２ｍの５０年経った杉の木が、１年間に吸収する二酸化炭素量で換算しました。 

＊2 川口市では、「温暖化」という言葉は過ごしやすいイメージがあることから、「高温化」へ名称を変更しています。 

イラストは、在家小６年生、戸塚北小６年生の作品です。

「エコライフＤＡＹチェックシート」 

参加者 

１日で減らせた二酸化炭素の総量 

約 102.5 t 

（  は 1,000 本の表示です。） 

ご協力ありがとう 

ございました。 

たくさんのコメントやイラスト、ありがとう（＾▽＾）／

７,３５３本分 

上の CO2 の量は、杉の木＊1が 

1 年間に吸収する量に換算する 

と下のようになります。 



参加者内訳
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参加者 102,284 人  内訳

◆小学校 52校〈全体参加率 78.9％ 〉

学校全体参加率 下のグラフは参加率ごとの学校数です

学校以外の市民及び事

業所等  8,739 人 

○使用しない教室・移動教室の電気、ヒータ

ーを消す。エアコンは 28℃設定で 30℃以

上の時使用。ヒーターは午前中のみ使用。

（川口北高） 

○プリントはなるべく余分に印刷しない。残

りはごみにせずにリサイクル。 

（上青木中） 

○掃除の際、ぞうきんすすぎ係を 

設定して、一度に全員分をすすぐことで水

の使用量をおさえるようにしています。

（北中） 

○教室に誰もいないときは電気を消す。歯磨

きのときは水を出しっぱなしにしない。給

食は残さない。国語などで字を書く際は消

しゴムを使わないなど。（桜町小） 

○給食のお皿などは1切れのパンで最後にふ

く。授業中に出る小さい紙きれを入れる紙

袋を用意してある。（戸塚南小） 

○家庭科の調理実習では洗いおけに水を入

れ洗剤 1，2 滴の石けん水を作って洗い物

をする。ウェスを用意し、皿などを拭いて

から洗う。（幸町小） 

○ゴミ拾い、10 秒チャレンジ。 

（新郷小） 

○残さず食べることが、みんなができる 1番

のエコということをはなしています。 

（中居小） 

○給食のときはパンの袋を再利用し、ストロ

ーをまとめる袋や汚れたものを入れる袋

にしています。清掃時間は教室の電気を消

し、無口清掃の合図としています。エコラ

イフDAYは年に数回あってもいいと思いま
す。（青木中央小） 

学校の取り組み （アンケートから）

小学生低学年 11,488 人 

家族 22,317 人 

中学生  8,951 人 

家族  10,772 人 

小学生高学年 12,211 人 

家族 21,016 人 

高校生  4,776 人 

家族  1,985 人 

数字は

学校数

です

◆中学校 26校〈全体参加率 64.2％〉

◆高 校 10 校〈全体参加率 63.4％〉
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「みんなの幸せのために、みんなで力を合わせて」 

株式会社 日環サービス 

弊社の事業目的は、「幸せ」を実感できる安全、安心な環境づくりです。 

地球環境問題は、その中の大きなテーマの一つであります。 

2001 年、ＩＳＯ14001 認証取得以来目標を数字化し、様々な環境 

負荷の低減に努めてきました。 

最近では、蛍光灯の個別のスイッチ設置やエアコンの入れ替え、 

今年２月には本社屋上を利用し太陽光発電をはじめました。 

エコライフＤＡＹは、かねてから本社員（30 名）を対象に実施 

してきましたが、昨年 11 月に川口市地域貢献事業者の認定を頂いたことをきっかけに、12 月

より全従業員を対象に、年２回のエコライフＤＡＹをはじめました。家族の参加も含めて、昨

年 12 月は 840 名、今年 6 月は 751 名の参加、多くのコメントも寄せられたことで、少しずつ

裾野の広がりを感じています。 

環境問題は、市民一人ひとりが気付き、実行することも大切であります。みんなで力を合わ

せて、これからも地球高温化防止活動に取り組んで参ります。 

今年もたくさんの企業・団体に参加していただきました。 

チェックシートをまとめて回収して送っていただいた企業・団体です。 

ご協力ありがとうございました。 

青木信用金庫   (株)アライ   

医療生協さいたまケアーセンターかがやき

医療生協さいたま埼玉協同病院

エコルシオンエコリサイクルネットワーク 

川口化学工業(株)川口工場  川口市食生活改善推進員協議会 

川口信用金庫  京セラケミカル(株)本社・川口工場  

(株)相馬建設工業  芝児童センター 

さしまスローライフ  サイボー(株)  

(株)そごう･西武そごう川口店  

(株)菅土木  ダイシン小泉  

戸塚児童センターあすぱる 

(株)トッパンコミュニケーションプロダクツ  

凸版情報加工(株)  (株)日環サービス   

(株)ヒラオカ  (株)マルエツ  

矢島鋳工(株)  レンゴー(株) 東京工場 

企業の取り組み 紹介

〈チェックシートのコメントから〉

◆「チャレンジエコライフ」わが家では

電気の無駄遣いを見直し、すべての電球

をＬＥＤに取り換えたところ、前年より

電気使用量が 1 日当たり４％の減少が

ありました。今後もエコライフに取り組

みたいと思います。

◆よく夏にやる「打ち水」は、気分、見

た目、体感的に気持ちがよいので、定期

的にやっていけば暑さも和らぐと思い

ます。

◆夏の冷房、冬の暖房による電気代の増

加が悩みの種です。昼間、子供の公民館

に出かけたりしてクールシェアをして

節電したいと思います。



コメント集 
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○わたしの家の近くに川が流れています。そこには、浅く川が流れてい

て、かめや魚などがいて、たまにきれいな真っ白い羽の鳥がとんでき

ます。しかし、その川は自転車やペットボトル、カンなど、いろいろ

なものが人間によってすてられています。とても汚れているため、夏

はとても臭いです。わたしは、あの川にすむかめや魚や鳥にもうしわ

けなく思います。（上青木中２年）

○私の母は、古くなってもう着ないＴシャツなどを洗たくし、はさみで切り、

ぞうきん代わりにします、Ｔシャツは、うすいから、細かい所までそうじ

できて、とてもべんりです。（青木小６年） 

○チラシの裏は、計算用紙やメモ用紙に使い、終わったら古紙回収に出す。

飲み終わったペットボトルも他の飲み物を入れて使う。（戸塚南小 5年） 

○つかわなくなったものでフリーマーケットを 

しました。（鳩ヶ谷小１年） 

○私は、手を洗うときや髪の毛を洗うときなどに、たくさんのシャンプー

や石けんを使っているので、なるべく少ない量にしたいと思います。 

（西中２年）

○小さい弟や妹が、水をだしっぱなしにしたときおにいさんのぼくがいつ

もとめています。（仲町小２年）

○カレーやシチューなど皿にソースがべっとりと付いているものは、パン

やご飯でふき取り皿を洗う水が少なくすむようにしています。

（本町小６年）

○電気を消して、エコライフのためにろうそくをつくって火をつけたら 

うれしくてたのしくておもしろかったです。そのろうそくの色は、オレ

ンジとみどりときいろの色をつかったのでたのしかったです。

（原町小１年）

○わたしは、ほかにやっていることがあります。それは、電気をつかわな

いことです。たとえば遊びでいうと、おにごっこや、なんにもつかわな

い遊びをいつもしています。（上青木小４年）

○ぼくは、電気を使わないように、明るいうちに宿題をするようにしてい

ます。（仲町小５年）

○朝は電気をつけずに外の光を利用する。（青木中央小５年）

○僕は時々電気を消し忘れてしまうので、意識しておきたいです。めんど

うだから、大変だからと問題を放置しておくと、後で自分たちの首をし

めることになるので、住みよい地球にしていくために、今からできるこ

とをやっていきたいです。（在家中）

仲町小５年 

前川小６年 

芝小５年 

戸塚北小６年 
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      ★たくさんのコメントやイラストありがとうございました。 

    コメントは原文のまま掲載させていただきました。 

○私は最近、木が切られてしまい、だんだん減っていると聞いて「信じられな

い」と思いました。木は二酸化炭素を酸素にしたり、土砂崩れを防いだり、

動物のすみかを作ったり、防音効果、夏の気温を低下させるなど、木にしか

できないことがたくさんあり、私たちの生活を守ってくれます。木をかんた

んに切ってしまうなんてひどいです。木は 50～80 年かけて成長します。木

だって生きていて自分の仕事をやっています。木を切ってしまうのは人を殺

すことといっしょです。だから、木が一本でも減らないようにしていってほ

しいです。（領家小６年） 

○ボランティアで緑を増やす活動をしているので,できることなら私たちも花など

身近な所に植えたりしていきたいと思います。（安行東中１年） 

○メロンの皮をごみ箱に捨てるのではなく、メロンの皮が大好きなクワガタ

ムシにあげています。（原町小６年）

○旬の食べ物をたべることは二酸化炭素の削減に関係しているなんて知り

ませんでした。旬の食べ物を食べるか食べないかで二酸化炭素が５ｇも減

らせるなんて不思議だなと思いました。（戸塚東小４年）

○食べ物を残すというのは、いただいた命や作った人の気持ちをむだにしてい

る。（鳩ヶ谷小） 

○たつまきや洪水被害などの異常気象は、地球の高温化が問題なので、

自分たちでできることから始めれば自分たちへの被害も防ぐことがで

き、白くまやペンギンにも被害がいきません。だからこそ、自分ので

きることから１つずつやることが大切だと思います。学校で使うノー

トなどは、エコマークのついたものを買うなどし、来年のエコライフ

ＤＡＹはすべてに○がつくようにしたいです。（元郷中）

○よくテレビなどで夜景が映されています。ずいぶん明るくみえますが、

本当に必要な明かりなのか。まだ、減らせるものがあるのではないか

と思うのですが？（一般）

○わたしは、うらを見ていろんなことがわかりました。二酸化炭素をいっぱい使うと動物がこまるし、

毎日のように３０度ぐらいになります。あともうひとつわかりました。木が二酸化炭素とよい空気

を交かんしてくれるのがわかりました。あしたエコライフＤＡＹを協力してできたら木をいっぱい

そだてたいです。（鳩ヶ谷小３年） 

○身近なことから一歩、一歩”！ これを一人一人が実践することがとても大切。今の私が地球温暖

化のためにしていることは、とてもちっぽけで小さなことかもしれない。でもそれでも私達にでき

ることもあるのならば、私たちの住む地球のために、毎日毎日少しずつがんばっていきたい。今回

チェツクシートを家族と一緒に記入して、たくさんのことが分かった。しっかりできていたところ

はこれからもつづけていき、今まであまりできていなかったことは、これから頑張っていく。それ

をつづけていき・・・「いつかは、私の“この手”で地球を救いたい。」そう強く思う。そう強く他

の人にも思ってほしい。（幸並中） 

朝日西小５年 

青木中央小５年 

青木中央小５年 
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◆CO2削減量
エコライフ DAY 参加者のうち、小学生低学年（1～3 年生）、小学生高学年（4～6 年生）、

中学生、高校生・一般の区分から、各 300 人ずつランダムに抽出して CO2削減量を分析しまし

た。

◆分野別エコライフ DAY 実施比率 〔 電気・ガス、食、資源、水、車 〕

次に、エコライフ分野別の実施状況の比率について、小学生低学年及び高学年のグループと中

学生及び高校生のグループとの間で対比してみたものが下の図です。

 「小学生低学年及び高学年」では、全分野を通じて高い実施状況です。

「中学生・高校生」では、食や資源の分野での実施状況が相対的に低いものの、その比率は前

年より増加していました。

「一般」では、食や資源、車の分野で低い実施状況でした。

エコライフ DAY サンプリング調査について 

左の図は、2011
年の一人当たりの

CO2 削減量を 100
と し た 場 合 の

2013 年までのグ

ラフです。

全体の削減量は

前年と横ばいでし

たが、小学生低学

年と中学生は削減

量が増えていまし

た。



ボランティア 
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◆中学生、高校生を対象に、夏休みに行われている“ボランティア 

スクール”の参加者２３人に結果報告に関する作業に協力してい

ただきました。ありがとうございました。 

生まれて初めてのボランティア
顔も声も性格も知らない１０人が集まり、エ
コライフＤＡＹ２０１４チェックシートの仕分け
をした。電気や水、食やごみ、緑など８種類
に分類した。そして分類したものを活かして
ポスターを作った。 
チェックシートの中でも特に良いな、おも
しろい発想だなと思ったものを厳選し、５グ
ループで５等分した。私のグループは真ん
中を開けるようにして貼っていった。微妙に
かたむけながら貼るのが難しかった。そして
真ん中に大きく「ＮＰＯ法人川口市民環境会
議 エコライフＤＡＹ２０１４」と書いた。遠くか
らも目を引きやすいようにはっきりとした色で
大きくした。おまけにふなっしーまで描い
た。このポスターを見てくれた人が少しでも
環境の事を考えて周りの人に伝えてくれれ
ばいい。 初めて体験して、人のためになる
って気持ちいいなと思った。 

こういう取り組みをも
っといろんな人にや
ってほしいし、取り組
みがもっと広まれば
いいと思った。 
（幸並中 1年） 

ボランティアをやってみて
このボランティア活動をやっている
中で、一般の人と中学生、小学生の
ちがいがわかりました。 
一般人の人たちはあまり意見や感
想などを書かないけど、中学生や小
学生は、自分の思ったことをたくさん
書いている人や、イラストなども入れて
ポスターのように書いている人もいま
した。 
こういうものを見ると、実際は一般人
の人よりも子どもたちの方が地球温暖
化や地域環境の事を考えているんじ
ゃないのかなと思いました。一般人の
人は、もっとこういう活動をした方がい
いなどの意見が多かったけど、中学生
や小学生は地球や環境の事を考え
て、自分たちがどうしたらいいかなど
の意見がたくさんありました。（岸川中
3年） 

ボランティアのみなさんからの声 

ボランティア体験を終えて
初めてで慣れない仕事に少し戸惑いましたが、少しずつ取り組みま
した。市内にたくさん学校があって、数がすごく多かったので、とても時
間がかかりました。表現内容によって仕分けました。 
それぞれの個性がたくさん出ていて、上手な作品がいくつもありまし
た。小学生は絵で表現しているものが多く、中学生はコメントで書かれ
ているものが多かったです。選別するまでに、これほど大変で大きな作
業をしていたことは知りませんでした。毎年参加しているエコライフデ
ーですが、たくさんの過程を通っていると知って、その役に少しでも立
てたと思うと、少し誇らしく思いました。（岸川中 3年） 

 川口珠算協会会長 水沼浩様より  

今年も暑かった！確実に地球は暑くなっていますよね。

15 年も前から警笛を鳴らしてくださったことに感謝します。そして、今年も川口珠算協会の精鋭部隊

（上級生）が、集計作業を担当させていただきました。

今年は、みんな覚悟ができていることもあって、スムーズにできました。もちろん電気を使わない 

人力計算機です。集計数が 2 倍になっても大丈夫です。

20 周年に向けて、エコライフデーが益々、盛り上がっていきますことをご祈念いたしております。

◆ＣＯ２削減量の集計は、集計ボランティアとしてそろばん教室の先生と生徒さんにご協力い 

ただいています。毎年、強力なサポートをありがとうございます！！ 

 ボランティアの３日間で学んだこと
私はこの３日間、はじめて環境について話し合ったり、集計を
したりデータを表にしたりする仕事をしました。小学校の低学年
の人たちは裏の面の感想記入欄部分に、カラフルな色の絵や、
たくさんの人たちが環境に対するコメントを書いていました。 
しかし、高学年や中高生、一般になるにつれて、いそがしい
せいか、なかなか多くの感想を書いてくれる人は少なかったで
す。でも、コメントや絵を書いてくれた人たちの欄を見てみると、
これからは環境がよくなるようにエコ活動をしていきたいや、節
水・節電を心がけていきたいなど、とても環境についてよく考え
ている文章ばかりで、私も意識していかなければなという気持ち
になりました。特に、小学生の方たちは、それを絵と文章で表現
していて、とてもカラフルできれいにまとめられていて、わかりや
すく見やすかったです。
全体的に見ると、小学生の方が中学、高校の方より参加数が
高かったです。だけど、学年が上がるごとに、小中高の削減量
はどんどん高くなっていました。このデータを見て、私も改めて
ＣＯ２を減らすことができるような生活をしていかないといけない
なと実感しました。（県立川口高校３年）



ご存知ですか？

じつは…冬の暖房は、夏の冷房の約６倍のエネルギーを使っているんです。

そこで、毎年夏に実施している「チャレンジ・エコライフ」（夏の１ヶ月間、省エネを意識した生活を

していただく取組み）を、今年は冬（１２月）も実施します。この実施にあたり、冬、部屋の暖房エ

ネルギーが一番たくさん逃げる場所である「窓」の対策について、パンフレット配布やセミナー開催、

省エネ測定器の貸出しなどのサポートも実施しますので、ぜひ参加してくださいね！

→詳しくは、川口市地球高温化防止活動推進センターの

ホームページに掲載します。

協力団体：青木信用金庫、㈱アライ、㈱イーアールシー、㈱飯塚兄弟電機商会、イオンモール㈱イオンモ

ール川口店、イオンリテール㈱イオン川口店、㈱イトーヨーカ堂ザ･プライス川口店、医療生協さいたまケ

アセンターかがやき、医療生協さいたま埼玉協同病院、エコルシオンエコリサイクルネットワーク、大富

精機㈱、おやこの遊び広場、かっぱ工業㈱、川口液化ケミカル㈱、川口化学工業㈱川口工場、川口市食生

活改善推進員協議会、川口珠算協会、川口信用金庫、 川口青年会議所、木風堂、京セラケミカル㈱本社･

川口工場、計測サービス(株)川口事業所、コーエー･エコビジネス㈱、㈱コマーム、サイボー㈱、(株)神原

興産 、さしまスローライフ、(有)三栄商店 、(株)三洪エンタープライズ 、㈲三喬電機、芝児童センター、

㈱菅土木、精工化学㈱川口工場、㈱セブンイレブン川口新井宿店、㈱セブンイレブン川口石神店、㈱セブ

ンイレブン川口源左衛門店、㈱セブンイレブン川口東本郷店、㈱相馬建設工業、㈱そごう･西武そごう川口

店、ダイシン小泉、東京リッチ産業(株) 、銅鉄商事㈱、㈱東武産興、戸塚児童センターあすぱる、㈱トッ

パンコミュニケーションプロダクツ、凸版情報加工㈱、那須電機工業㈱、㈱日環サービス、(株)ヒラオカ 、

ブルドックソース㈱鳩ヶ谷工場、(有)本郷自動車 、松井商事(株) 、㈱マルエツ安行北谷店、㈱マルエツ安

行慈林店、㈱マルエツ上青木店、㈱マルエツ川口キュポラ店、㈱マルエツ芝塚原店、㈱マルエツ西川口東

口店、㈱マルエツ東川口店、㈱マルエツ元郷店、㈱マルエツ柳崎店、三国コカコーラボトリング㈱川口第

一支店・川口第二支店、村上商事㈱、㈱明和工務店、㈱モリチュウ、ヤオコー川口朝日店、矢島鋳工㈱、

㈱リカベル、レンゴー㈱東京工場（50音順） 

冬もエコライフにチャレンジしよう！ 

川口市、川口市教育委員会と共催で実施し、川口商工会議所・鳩ヶ谷商工会・川口市商店街連合会

の後援をいただき、また、以下の協力をいただきました。 

川口市役所環境部 

地球高温化対策室長 石坂剛 

今年も多くの方にご参加いただき、ありがと

うございました。

今年は、1 日で減らせたＣＯ２の総量は昨年比

で約１t 増え、参加者がエコライフを実践できて

いることがわかりました。

今年の夏に起きた集中豪雨など異常気象は、

エネルギーを利用したときに排出される温室効

果ガスの増加と密接な関係があります。このよ

うな問題に急な解決策はありません。

まずは、自分たちができることを、今から実

践していきましょう。

認定ＮＰＯ法人川口市民環境会議 

“川口市には緑が少ないね”そんな言葉をよく耳にし

ます。

緑の木々は、温室効果ガス（主としてＣＯ２）を吸収

し、地球高温化を防ぐ大切な役割を担っています。そし

て子どもたちが生き生きと過ごすことのできる“街づく

り”にも欠かせません。

最近は、家庭でも日射の熱エネルギーを 80%もカット

することのできる夏場の“グリーンカーテンづくり”や、

フードマイレージにもつながるベランダ菜園づくりが

広がりを見せています。

ＣＯ2 の削減はまずは身近なところから＆エコライフ

を楽しみましょう！

主催者より

◆発  行： 認定ＮＰＯ法人川口市民環境会議    ０８０－５６９９－１１５４ 

ホームページ  http://www.ne.jp/asahi/eco/ecolife/ 

ぜひ参加して 

くださいね～♪ 


